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論文の内容の要旨
　我が国の寒流系新世貝類化石群集として北海道に分布する滝川一本別動物群が知られている。中島氏は滝川一
本別動物群を大型重厚な絶滅二枚員Fo吻θ伽肋肋肋8肋（Yokoyama）が寒流系員類と共産する化石群と定義し，
その古生物学的研究を行った。同氏は北海道内の広域的な地質調査の結果，天北，羽幌，日高，十勝，阿寒，滝
川の6地域に分布する勇知層，茂築別層，滝川層，秩父別層，幌加尾知利加層，厚賀層，本別層，駒畠層，古潭
層の9つの地層から滝川一本別動物群が産出することを明らかにした。同氏はそれらの地質年代を層序学的検討
と共に珪藻化石によってそれらの地質年代を国際的スケールに合わせることに成功した。その結果Fo〃伽6吻
肋励o∫肋の生存期問，即ち滝川一本別動物群の地質年代は日高・滝川地域で後期中新世から前期鮮新世（6．2～
4Ma），本別・駒墨・阿寒地域で中期鮮新世一後期鮮新世（4－3～2Ma），羽幌・天北地域で前期更新世（2～1．2Ma）
となり，全域では中新世後期から更新世前期までの約500万年になることを初めて確定した。またFo材伽肋〃
肋励α∫棚が産出した各地域の堆積相の分析から，滝川一本別動物群の生息環境は内側陸棚海域で最も繁栄してい
たと推定した。各地から産出した貝類化石種はその70－85％が現生種であり，それらの生息環境や生物地理的分
布範囲は冷温帯をしめし，当時の海況は現在と同様である。しかし，産出した絶滅種の古環境・生存期間などか
ら，滝川一本別動物群は中新世末期～鮮新世前期の下部滝川一本別動物群と鮮新世後期から更新世前期の上部滝
川一本別動物群に区別される。下部滝川一本別動物群は日高・滝川地域に分布し，中新世からの残存種である
1）o∫〃〃〃曲2眺や樺太・カムチャッカの中新統から産する②6／oo〃肋肋〃∫伽伽6〃α〃などのほか現生種では冷
温帯種に加えてロシアから流入したル卿ηω類のなどの亜寒帯種によって特徴づけられる。上部滝川一本別動物
群は本別・駒畠・亜寒・羽幌・天北地域に認められ，北陸・東北の日本海側に分布する大桑一万願寺動物群の特
徴種であるC〃舳ツ∫伽伽，〃乞〃oμ左θ〃θ∬oθ〃挑ツo物舳αθ，〃肋肋8伽ψ06〃／舳などのほか吻60舳属の亜寒帯
種を含んでいる。したがって滝川一本別動物群の形成は日高地域の厚賀層（5－6Ma）から北極海域起源の
肋助θ肋〃oγθα加が産出することなどから，この時期べ一リング陸橋の崩壊による寒冷化が進みそれまで繁栄し
ていた中新世厚内一峠下動物群の遺存種も消滅し，寒冷気侯に適応した下部滝川一本別群集が形成され，その後
申期鮮新世のさらなる寒冷化によって上部滝川一本別動物群集が形成された。そのご更新世前期の寒冷化により
Fo吻θ6肋脇α肋∫肋ゴは消滅し，滝川一本別動物群は新たな寒冷種を加えた瀬棚動物群に変化した。
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　本研究で検討した滝川一本別動物群の構成種二枚貝78種，腹足類37種の含計115種は詳細なシノニムリストを
作成し，図版を付し，分類記載を行った。
審査の結果の要旨
　我が国の北方系滝川一本別動物群を大型重厚な殻を持つ二枚貝Fo吻κ肋肋α肋8肋の産出で定義し，長らく問
題とされていた産出層序を道内6地域の9層から確認したこと，詳細な分類に基づく種構成を明らかにしたこと，
堆積相を解明しその生息環境を明示したこと，海洋環境の寒冷化に伴う北方系化石種の消滅などの究明は高く評
価された。とくに北海道内でハo吻θ6肋肋励α∫肋を産出する地層，即ち滝川一本別動物群の地質年代が珪藻化石
によって初めてa2Maから王．2Maの約500万年であることが設定されたことは，他の微化石等による検討が必要性
であるとの指摘もされたが，保存性などの問題があり，大いなる成果であるとの評価を受けた。また，Fo吻2ε肋
そのものの古生物学的研究は絶滅属・種とはいえ，今後大いに検討されることが期待された。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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